青明舎　　フェイスシート

平成19年　11月　26日　担当：馬渡　道伸　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　　神山　和典　様　　　　　男・女　　　　　　昭和27年6月12日生（55歳）

	
	〒　住　所　八戸市根城字馬場頭15-43松園ハイツ202号室　　　電話　080-1836-4468　　　　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	S51頃（24歳時）
	罹 患 期 間
	約29年

	
	入院回数
	5回
	延べ入院年数
	約9年

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr　）
	外来受診日
	水曜日（週1回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	精神保健福祉手帳

（2級）

	経済状況
	年金
	障害厚生年金2級　101,000円　　※年金手帳兄管理（毎月85,000円を青明舎預かり。）

	
	その他
	うみねこ幸房

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	うみねこ幸房・ナイトケア

	住まいの場
	アパート

	登録年月日
	H16年2月25日
	身長
	180cm
	体重
	82kg

	最終学歴
	千葉商科大学商経学部経済学科卒
	免許・資格
	普通運転免許

	職　歴
	青森労災病院（3年）、カネイリ（1年）、第一警備保障（3ヶ月）、新日鉄（1ヶ月）
	

	保　護　者
	氏名　　神山　典夫　様　　　　　　　続柄　　　兄　　　（同居　・否）

	利用目的
	・生活での困った時と金銭面について利用する。

	入院・治療歴　初診日（S52年1月）

1、S52年　1月～S53年  3月　　　　入院　　　　県立つくしヶ丘病院

2、S55年　2月～S55年 12月　　　　入院　　　　松平病院

   S55年 12月～S57年  2月　　　　外来　　　　　　〃

3、S57年　2月～S58年  9月　　　　入院　　　　　　〃

   S58年　9月～S59年  5月　　　　外来　　　　　　〃

4、S59年　5月～S61年  6月　　　　入院　　　　　　〃

   S61年　6月～H 2年     　　　　外来　　　　　　〃

   H 2年　   ～H 5年　　　　　    外来　　　　汐入病院

5、H 5年 11月～H 9年  4月　　　　入院　　　　松平病院



	生活歴

S27年、同胞3名の末子として出生。八戸商業高校卒業後は千葉商科大学商経学部に入学する。卒業後は帰八し青森労災病院にて医療事務の仕事をするが、発病しS53年に退職する。H5年より松平病院入院し、H9年同病院を退院後は、精神障害者入所授産施設ベルエポックに入所し、作業訓練を行った。ベルエポックで3年を経過し、アパートでの単身生活を希望したが、家族はまだ退所後の生活に不安があるとの事で話し合い、地域での生活に向けての生活訓練をする為、H12年10月に青山荘に入所。H15年9月青山荘退所。その後はアパートで単身生活を行いながら職親（パセリー菜）を利用。H17年10月7日からうみねこ幸房を利用している。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在は長兄が本人の年金通帳の管理を行っている。本人とは直接会うことはせず毎月生活費（85,000円）を青明舎に持ってくる。次兄と交流は殆ど無い。


平成　19年　11月26日　馬渡　道伸

	氏　名
	神山　和典　様
	男・女
	生年月日
	　昭和27年6月12日（55歳）


	長期目標（中期・短期）

	・現在の生活スタイルを継続し、安定した生活を送りたい。（本人希望）


　　　　　　

	これまでの経過　（前回評価日H18年12月18日）

	＜前回の問題点＞

・友人に食事をおごったり、金銭の貸し借りをおこなっている。

現在は金銭の貸し借りについては無いが、物のやり取りがある。友人が本人のアパートで一緒に食事をとることがあり、その際は本人が購入した食材を使用している為、二人分の食材費が掛かっている。

本人の過ごし方

　うみねこ幸房　週5回利用　作業内容　チラシ配りとパッチワーク

　ナイトケア　　週3回利用　月・火・水

月曜

火曜

水曜

木曜

金曜

土曜

日曜

うみねこ幸房

ナイトケア

うみねこ幸房

外来受診

うみねこ幸房

ナイトケア

うみねこ幸房

うみねこ幸房

ナイトケア

余暇日

余暇日

・月に1度、青明舎の訪問を行い、その際には本人が行っているお小遣い帳の確認と服薬の確認を行っている。本人はお小遣い帳を細かく記入しており、収入と支出は合っているが、食材の購入が多く、理由については友人が来る事があり、その時に一緒に食べていると話している。ナイトケアの無い日（火・木・土・日）には友人と一緒に夕食をとっていると話す。土曜日は、友人と街に行き買い物や、外食をしている。日曜日は、アパートでテレビを観て過ごし、掃除や洗濯も行っている。休日は自分の時間を過ごしていると話す。

・8.5万円の内訳としては、家賃2.3万円、光熱費1.2万円、1万貯金、煙草4千円、食費3万円、雑費6千円。

雑費の中には本人の趣味である、映画のDVDを購入しているが、封を切らないまま箱に何本も収納されている。毎月数本購入しており、本人は「本を集めるのと同じ考えで集めている。将来暇になった時にじっくり観ようと思っている。」と話す。

・本人の生活費については保護者である兄氏が毎月8万5千円を青明舎に預けに来所している。その際に本人の様子についてスタッフから5分～10分程度話を聞きその後すぐに帰られる為、本人との関わりは希薄となっている。

・現在うみねこ幸房を利用しているが、今後新体系に移行した際には対象になるのか、対象外の場合その後はどのサービスを利用するのかについても検討が必要である。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	金銭管理について

・物のやり取り


	・関係機関（外来・ナイトケア・幸房）との情報共有を行い、本人の様子を把握し訪問を行う。

・青明舎での月に一度の訪問の際には小遣い帳の確認を行い無駄遣いが無いか本人と振り返りを行う。

・本人が青明舎へ来所した際にはスタッフから話し掛けを行い、本人と信頼関係を築く。
	3ヶ月

	保護者との関係について
	・兄氏が青明舎に来所した際には、兄氏に本人との関わりについて話を聞いてみる。
	3ヶ月

	うみねこ幸房の利用について
	・幸房の利用について検討をする。
	ヶ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

典夫67歳(保護者)


市内在住
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